




































































最後のハミル トニアンの表式 (9)は､一様な1軸回りの回転運動とその回転運動に対する摂動 (微小振
動)として調和振動が励起されているような状況をあらわしている｡この励起された振動子が(量子化され
た)揺動運動に他ならない｡
















































(jl)-JcosO.(j2)-0,(j3)-Jsin0, (NT)-NT. (l l)
ここで､βを(回転軸の)傾斜角と呼ぶとする｡また､自己無撞着な反復計算の過程で傾斜角が変形主軸に
一致しないように､四重極モーメントの非対角項が零になる､という拘束も課す｡
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3軸変形度(↑)の傾斜角 (♂)依存性｡ 全エネルギーの傾斜角依存性と､揺動運動と3軸対称変型
の概念図
図 2:傾斜軸回転クランキング模型による計算結果
したがって､変分方程式は
3 3
1-1 i-1 T-P,n
(13)
となる｡
この変分方程式を解くと､平均場に基づく状態のエネルギーや､その変形度などが計算できる｡特に3
軸変形度 (7)は次のように求めることができる(期待値はHFB状態についてとる)0
7 - tan-1
(e22+e2_2)
＼乃(e20)
(14)
163Luの近傍核で､揺動運動がきれいに観測されると予想される2164Hf(ハフニウム- 164)に適用した､
上述の手法による計算結果は図2のようになった｡
微小振動(0竺Oo)を考えると､その変形度はほぼ一定であり(7--200)3､また振動は調和振動でよく
近似されることがわかる｡一方､振幅が大きくなると､3軸変形対称性に関する表面振動が励起され､揺
動運動と結合してくることがわかる｡その結果､揺動運動は非調和性をもち始めることが見て取れる｡
4 まとめ
原子核物理で最近話題になっている l揺動運動｣についての標準的な理論(Bohr-Mottelsonの揺動運動
模型)とそれに対応する実験データを概観した｡また､傾斜軸回転模型に基づく､私たち独自の揺動模型を
提示し､それが大振幅の揺動運動や､:3軸対称性に関する表面振動励起と結合するような､より一般の場
合も表現できることをみた｡
BohトMottelsonの揺動運動模型では､｢原子核のようなFermion系でなければならない｣といった条件は
特になく､量子回転子として見なすことができる有限系一般､たとえばBose-Einstein凝縮 (BBC)したア
ルカリ原子希薄ガスなど､に応用できると思われる｡また､Boson系を微視的に記述するGross-Pitaevski
方程式に傾斜軸回転模型を適用して､BECの揺動運動を微視的な観点から研究することが期待できる｡こ
の研究会の議論において､｢BECでは揺動運動が発現する前に量子渦が発生する可能性が高い｣といった
意見があったが､その発生､あるいは発生抑制の機構を研究することは十分に意義があると信ずる｡
2陽子数も中性子数も偶数という意味｡
3ここで用いたTの定義は､いわゆるLund既約とは符号が逆になっていることに注意｡
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